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圓山社会学書ニユースレター
１０東洋大学社会学部気付

凡例：（洋）は（東洋大学）の略

事務局/〒112-860611〔京都支涼区rIIIl528-20発行/nIII社会学会

趣旨醜明：細井洋子氏（祥/社会学部。本シンポのコー

ディネーター）

「宗孜と世代」をテーマとする1998年度'41111社会学
会フォーラムが1998年９月20日（日）．nIll校舎間謝
館槙第１会議室（16階駆物の３階）で開鵬さ坑末す、
ふるって御参加下さい。

「＜ミクローマクロWu題＞と111F界の超越ｊ

張7｢洋消氏（武潅大学．非備勤簿師）

「社会科学と『理解.１－解釈的社会科学から淵発して」

角川幹夫氏

「社会調蒲論・両考-調在ＷＩ調在における震箪化と妥当

緋」

芥'１１撚久（大正大学人IlII学部社会学科専任鯛師）

lヨ：００－１６：月０

コーディネーター：西山茂氏（灘）

報儒者：

1．磯岡哲也氏（祥/非備鋤識師）

ｒＫ１１高生の宗教學l【青１

９－武厨逝牛氏（汗/非常勤辮師）

「新宗溌と芳稀ｊ

３・梅津礼司氏＊交渉中

「ターミナルケアと宗教」

４燕ｋ論代氏＊交渉中

「死後の宗敦と世代」

討論瀞

紐議了氏（汗/#t会学部）．宇都宮京了氏（;Ｗ#１，全

学部）．島崎行彦氏（↑Ｗ#l:会学部）

シンポ終了後．総会、鶴親会が行われた。

一部魁日は仮湖です。

総会に先立って竹内郁郎会長の挨拶、そして故磯村

英一先生と小倉重男先生に黙榔が捧げられた。

【ｌ】活動経過報告（平成8年12月～平成9年11月）

平成8年（1996）

１２月７F１（+弓）第''11両l白山社会学会大会開催

平成9年〈19Ｗ）

２月１４日（金）迩桝委閨会

（１）新役員・事務局風態然、会員異動

（２）蕊認同関東地1X*|:合掌・ネ|:会福灘:学修琿総文発表

会開催について

（３）『白山社会学研究』第６号蝋染発行について

（４）新年度活動予定について

３月１１１１（火）第3回関東地Ⅸ社会学・社会福祉学修豆ｔ

論文充爽会（詳細はニュースレターNo.16で報告済）

-1月１８間（金）運営委員会

（１）1997年度統一テーマ

（２）ニュースレターとｒ白山社会学研究』について

（３）年ｌｉＩｌ活動計画

（４）事務局体制

６１１２７日（金）迩衡委貝会

（１）会員異動

（２）役員一覧蕊・会戯名簿

（３）大会予定

白山社会学会大会・総会開催予定
一一一一一一一一一

第16回大会．総会は1998年12月１２口（士）に｢lIlL

jI;水会館IFRて119俄予序です．プロゲニムの詳細は後[’

お知らせします。発表希望、企画提案がありましたら

ざ趨鱗下さい，

角尹いぶぴご

白山社会学会大会

ダムムハー

1997年の白山社会学会大会は１２月１３口(土)東洋大学

白山校舎．爾水会館にて開かれた。従来行われた午ｉｉｉ

中の自由報告は今大会では行ｵﾌ錘ず．午後1時半からシ

ンポジウムが離された。シンポジウムのテーマ、苑表

者は以下の通り。

「社会学的発想法一課題・理麓・方法一」

司会：日薇安比古氏（祥/工学部非常勤灘師）



配宮寺巾依氏（東京都京大学）「貧困地灰における

若年世帯の結婚・出産・育児」

２.山口光治氏（淑徳大学）「在宅高齢者虐待に関する
ソーシャルワークの方法と醗題」
３．田中恵利氏（洋）「sclf-helporganizationにお
ける専門職の機能一親の会のソーシャルワーカーを事
例として」

４.柊崎京子氏（祥）「施設利臆者の当事者参加に関
する現状と課題」

５．中騒友紀氏（日本女子大調「ジェンダーからみ
た社会保障瀧度の問題点とその解決一公的年金繍度を
中心として」

第１セッション総評：山手茂氏（洋/社会学部教授〉
昼食会〈１２：４５から１４：00）鎌同一会場内にて

第２セッション

跡会：池谷のぞみ氏（洋/社会学部専任講師）
ｌ・木本真澄氏（明治大学〉「プライヴァシー相互理解
に関する一考察」

２．雛田裕子氏（お茶の水女子大学）「『不妊問題』の
社会的構築一マス。メディアに流通する『不妊問題』
の穂り」

３.瀧口樹良氏（駒沢大学）「『外圧』と日本の産業組
織の変容一摘報・通僑分野を通して」

４.歎智舸氏（祥）「現代中国における近代化政策の襲
開とマス・メディア樹遥の変容一「ﾖﾋ誌解放」後の一
考察」

５.上屋葉氏（お茶の水女子大学）「全身性障害者の語
る；家族』一主観総議族譲の構築へむけて」

第２セッション総評：広瀬英彦氏（洋/社会学部教授）

（,1）白山社会学フォーラム開催について

７月５日（土〉白山社会学フォーラム（詳細はニュース

レターNo.16で報告済）

12月５日（金）運営委員会

（１）ｒ白IHI社会学研究」No.6の縞築発行について
（２）第15回白山社会学会大会について

③同大会での総会について

（４）第４回関東社会学・社会福祉学修士鎗文発表会を
続けて隙鵬する

（５）監事小倉蕊男先生逝去について

（６）役員・事務局体制について

学会会員数（平成9年１０月30日現在）
207人（昨年206人）

【２】会計報告（別紙参照）
〔３】役員改選

監事に渡辺博史先生、会計に森田明美氏．事務風に
寺田徴美代さんが就任。

会長竹内郁郎

副会長酒井俊二、山手茂

運営委員六函義孝、天野マキ、瀧田正敏、泉田渡、
茨木竹二、大島尚、大坪省三、犬機綾子、奥円道大
佐藤彊逆、清水浩昭．鈴木勁介、高橋直之、田中豊
治．坪井健、中lli伸樹、西lll茂，芳賀正明、藤木三
千人、細井洋子、富良高弘、米林喜男

企繭天野マキ、西畑茂、細井洋子．米林喜男
会計森田明美、川池智子

霊事園田恭一．渡辺博史
願問若井弘磯．高橋統一、山下袈駕男

連衡蛎務R瓠員松木誠．（事務局長）．旭洋部〈臓
報）．市川蕨雄（広報）、川池智子（会計）、酒井
１M．城正子．寺田澱美代、仲侯、森田明美（総務・
計肌山下輿一郎．山本派制

繍築委員長大坪省冨

凝集委員大島尚．酒汁俊一２．清水浩昭、渡辺博史
査読委員池閉正敏．奥田道大．佐藤騨迩、鈴木勤介
鳶機統一．藤木三千人、寓良撤弘、ⅡI下袈壌男、１１１
手篭、米林富男

一一姪孚DlT値

１９９７俸度の耗会学博士学位取得者は次の方々です。
●Z．（論文博士）

社会学宇佐黄隆憲「蕊繍撲の存綴と変化-束アジ
アの事例を中心に』

社会学細井洋子「女性犯罪の研究-ジエンダー犯
罪学への賊み』

社会繍祉学歓、和明「現代Ｆ１本社会福祉政策論」
づいムグ

ヘヘ～

９９８週
●甲（課程博士）

社会福祉学祷浦輪「集合住宅における高齢者ケアシ
ステムーある地域福祉調査からの接近」

社会福祉学吉川かおり「社会福祉援助課題としての
く生活再建＞」

白山社会学会主催、第４回鱒東地区社会学・社会福

祉学修士論文発表会が1998年３月１０日（火）10時から

17時まで．白山校舎、甫水会館４階会蟻室で行われ
た。

プログラムは以下の通り。

第１セッシコン

司会：森|Ⅱ明美氏（灘/*lz全学稲11,毅授）



、

士纐穏演習・研究錆導など。・魔畑一雄先生が肺腺臓のため、1999年２月１２Ｒに逝
去された。同１５Ｒに癖葬が行われた。1996年に退職ざ

菰たばかりだった。 ・稲沢公先生（社会福祉学科・講師）

ご択当潤属は社会福祉方法論、障害著繍祉輪、社会

福祉学演習など。前任枝は長野大学。木学社会福祉学

専攻博士課程後期修了、社会学博士。》

・高橋紡:一先生（社会学科教授〉

文学部社会学科時代の1957年から東洋大学の人譲学
教育に献身されて発展させてこらたが、定年を迎えら

れた鰺先準の古稀認念譲文集として、清水浩昭．ツｉＦ１ＩｑＩ

派明．松本誠一編『樵と年齢の人類学』（岩、轡院）

が刊行された。そこに先生の略廠．業績日録が掲蕊さ

れている。古稀祝賀会へのお返しとして先生が著され

た『豪隠儒と村隠属~隠儒制と年齢鰭梯制』（岩田識

院）には、先生以前の東洋大学の人類学史とも溝える

、辺寿利・米林富男、鈴木栄太郎、小111隙、関敬吾．
瀬川消子・古野清人、馬淵來一の諾先牛の思い出．功

績を記された章もある。

識
.「大学氷河期ｊを前にして．②0,0午１月から社会学

雛は改繩してそれを乗り切ろうとしています。改總は

令学的な規模で行われますが、そのために新任教員が

多数公募され始めています。インターネットで学術情

報センターの公募補綴を纐覧下さい。社会学科などの

ある全餌の大学等にも書類は送ら江ていますので、優

秀な方に東洋大学をお鱒め下さい。

・社会学部.長禰山茂教授

社会学科鞭征鰯、知三教授

第２部社会学科主任松木誠一教授

応用社会学科主任大島尚教授

社会福祉学科主任佐譲豐道教授

マスコミ学専攻＊灯鳥鋳折彦助教授

社会心即学専攻鎗任北村英哉助教授

図寄餓学専攻雫｛「岩灘奉郎教授

朝織主任芳覆正明教授・戸田慎一助教授

・大学院ｾﾋ会学研究科委員長広瀬英摩教授

杙会学専攻泰托商機画才教授

ネt会l攪薇学専攻轆任園、恭一教授

福祉社会システム専攻雫仔大坪省＝教授

．こ上俊治先生が1998年度の国内fW学中。

・細井洋子先生が1998年度の長期海外Ｈ１喪中。前半は

スウェーデン．後半はオーストラリアです。

・インターネットで東洋大学の1ｦ7報が公開されてし､ま

す。

●ホームベージ，アドレス

東洋大学ｈｔｔｐ：／/Ｖｖｗｗ・toyo､繩ｊｐ

社会学部ｈｔｍ：／/ｗｗｗ・soGtoyo・御cjp

・窪田暁子先生（社会福祉学科教授）

1989年から在識された。福祉行政のシステムに籍通

されており、大学院福祉社会システム専攻の開設に貢

献された．スキーがお好きで、仲獅を見つけて同行．

楽しまれた．

.□比野正己先生〈社会福祉学科教授〕

1996年から。２ｲﾄﾞ鯛の短い在職期間であったが、馳

築のご専門から「パリアフリー･」を中心に、ＴＩ『椅了を

教索に持ち込んで、使い方を実際に縫験させたり←繍

祉歌劉多巻学生と共に作成したり、ユニークな教育瀧

を示された。長崎純心大学に転任さ調た。

》

、未成道男先生（社会学科・教授。社会学博十?）

専門分野は社会人類学。これまで現地艮期滞益のフ

ィール膜ワークを台湾、韓圃、中闘、ベトナムで実施

されてこられました。新刊ｒベトナムの報先祭祀』

（風霧社〉には年中行事のビデオや文欝が納められた

cn-RoMが附録に付けら”ています。前任技．東京大

学東洋文化研究所。ご担当科目は人類学、社会学演

習、大学院社会学専攻鱒余前期、後期課潔演習．研究

指導など。

．『白山社会学研究』大学生協に販売委託

東洋大学生協に『nIlI社会学研究』の販売を委託し

てありますので．ご活用下さい。店頭での汰文、受け

取り、送料なしの砿格で．数Ｒ後に受け取れます。

・秋元蕊批先龍（社会福祉学科・教授）

専門分野は社会福祉法綴・行政。前係校は茨城大

学。ご択凹科同は社会福祉法瓢．社会福祉援助技術演

習、社会福祉学演習、大学院福祉社会システム専攻催
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